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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＯＤＡ／Measurement Committee

　２００６年クラスルールによる
　　　　　　　チタニウム部品の使用禁止について
　（ルール計測委員会解説）　　　　　　　　

TITANIUM MAST STEPS 
MAST STEPS AND ALL FITTINGS MADE FROM TITANIUM will be illegal from 1 March 2006.
Following endorsement by the ISAF of the decision made by the IODA Annual Meeting 2005, all fittings made of titanium must be removed from all Optimists by 1 March 2006.
As far as we are aware such fittings have only been supplied on certain Winner Optimists delivered during 2005. 
チタニウム マストステップ
２００６年３月１日から、チタニウム製のマストステップおよびすべての艤装品を規則違反とします。

２００５年IODA年次総会によって「すべてのチタニウム製艤装品は２００６年３月１日よりオプティミストから取り外さなければならない。」が裁決され、ＩＳＡＦにより是認されました。

ＩＯＤＡの認識している限りでは、このような艤装品は２００５年中に配布された特定のウィナー･オプティミストにのみ取り付けられています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＩＯＤＡホームページより。）

今年、２００６年のクラスルールとして、新しく取り入れられるのは上記の1項目です。

採用についてはクラスルールの基本である　「ＣＲ1.1　このクラスの目的は、若い人達のために低コストでレースを提供する事である。」を理由としています。　このため他のクラスでは認められている高価な材質（例えばセール、マストにおけるカーボン繊維の禁止など。）は使用できないものがあります。今回、金属材でチタニウムの使用禁止が追加されました。　
メーカーやビルダーは自社製品の品質向上や優秀さを追求して、高いコストとなり、また選手もレース艇の完璧さを求めて高級な製品使用の需要が生まれます。　オプティミストはワンデザインクラスなので、各艇が完全に均一である事が理想ですが、あるレベル以上の均一精度を追求するとかえってクラスの普及や運用、管理などに不都合が生じます。　従って理想と現実のバランスを配慮し、実際の取り扱い上では、ここまでは守らなければならないとの位置づけを採択し、クラスルールで記述されています。
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